
四国魚梁瀬地方森林の群落､学的研究

　　　　山　　中　　平、∠男
(高知大学敬育学部　生物学教室)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言

　ここに調査の対象とし7こ地域は，大体高知県の魚梁瀬営林署管内の由有林である．この地方は古

ヽくよりスギを主とする美林を以て知られ，林学上・植物群落学上から種々嶮討炉行われてきす二．即

ち，朝�)はスギの稚樹の生育と更新にっい七記述し，藤村2)は特に千木山スギ林について詳細な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5)調査を行い，又この地域全般の森林植生は高知営林局　炉調査を行い，一方植生と土壌との関係は

宮崎7)が精細に論じている他，この地方の植生にふれた報告は頗る多い．筆者は昭和25年と27年の

２回，本地域の森林を群落学的立場から調査し，その詳細は更に今後の嶮討を要するが，一座概要

をここに報告しすこい．

　この調査に際し種々御便宜をはヵヽつてい7こだいすこ高知営林局の和田豊洲氏，馬路及び魚梁瀬営林

署の方々，並に現地に於て御援助を願っ仁鎌倉五雄氏に深く謝意を表する．又日頃御指導を賜って

いる廣島大学堀川教授にこの機会に厚く御祀申し上げろ．

　　　　　　　　　　　　　　　　魚梁瀬地方の概･要

　この地域は高知県安蓼郡馬路村に所属し，徳島県との県境に接し，甚吉森(1423.2).天狗森

(1295.8),宝蔵山(1249.4),千木峠(稗巳屋山1223.6),汗谷山(1127).雁倦山(1124.8).谷

山(1109.0);千本山(1084.6),

亀谷山(1082.7)等の1000m以上

の山岳が存在し，この間に東川，

中川，西川等の渓谷炉あり，これ

らは奈牛利川となっ七土佐湾にそ

そ’ぐ．地質は主として中生代安蓼

川差の砂岩及び頁岩よｂ成る．気

候条件に関する魚梁瀬(420m)

の資料は第１表に示す如くであ

る；年平均気温は12.5°Ｃ，最高

７月，最ｲ氏は１月となる．降水量

は4000mmを越す多雨であt），而

もこれは夏季特に８月にいちじる

しく多く，全般的に見て気温雨量

の関係は太平洋型を示しつつも參

季に於ても１月を除き何れも100

mmを越している．これによって

ランクの雨量係数は323という高

値を示す．この降水量は海抜高の

上昇゛と共に更に増加炉見られ，こ

の地域の森林は極めで混濁な環境

下に成立していること炉首肯され

る．
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Tabl 1. (1929～1933)･ ･

　　この地域の森林の90％以上はスギ，ツガ，モミ等を主とし，局部的にヒノキ，トガサワラ等をま

　じえ7こ針葉樹林炉占めている．これらのうち廣範な地域が既に択伐，皆伐が行われ，これらの入場

　の加わらぬ部分は比較的少い．然しながら千本山のllha (113林.班い）は保護林として指定され，

　比較的よく天然状態を保持している．

　　　　ｓ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　｜　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群落の構．成　　　　　．．

　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　φ　゜●　１　　　　　　　　　　．　　群落構成の調査には出来る限り入篤的影響の加っていない地域を選び，10×10m方形区を大部分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　･●・●･　　　ｌｉ　　　　　ｌ　５～１０個を各Sociationにとって解析を行っ7こ．以下これについて記述する..

　..(1)ツガーヒノキーツクシシヤクナゲーウンゼンツツジ芦群落

　　　　　　　÷　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　●　　　｜　　　　・　，魚梁瀬地方ではスギの旺盛な繁茂に比‘しヒノ午の成林は極めて局部的である．第２表に示すもの

．は脹雀山彙の660m附近, S40E～S80E向，40～60°の急斜地に見られずこものである．小さな南東向

　の尾根筋で，土地は比較的乾燥し易く，且基岩をなす砂岩加露出しj浅土の不安定地である．提っ

　　　　　　　　　Table ２. Ｔｓｕｇａ％ieboldi　i･Ｃｈａｍａｅｃ助郷･iｓobtｕｓａ-Ｒｈｏｄｏｄｅ？ｉｄｒｏｎ
　●　　　　　●　　　　　　　　･●　t ●　　　　　ij　　　　・ ●　　　　●　●　　　i
　づ，　＼，　　　　　　≒　ｍｅttｅｒnichii-Ｒ,　ｓｅ・ｐｙllifoliｕｍComm.
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てここには周治部に多い３ギは侵入せす，代って喬木剔こはヅガと共に胸高直荏20～50cmのヒノ

キが優占し，これl;コウヤ≒午を混ずる丿，伸びほスギを件う.ツガ林に比しよくない．亜喬杏吾に

はツクシシャクナゲ，濯木履にはウンゼンツツジ炉何れも優占して密生し，林床にはホソμコ･ケシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　●Ｓ　　●ノブ炉普遍的に多く，林内相観は後述するツガースギーツクシシ４クナゲーウンゼンツツジ群落と

゛シロバナウンゼンツツジが混生するも母稲と同一に取扱った。**F = Frequency C-Coverage



　　　　　＼　　　　四国魚梁瀬地方森林の群落学的研究（山4杓．　　　　　　３

類似している．樹幹には高所にまでホソバｊケシノブ、’ムギラン等が着生､していざj

、明かにこれはこの地方では純然すこる局地的な地形的群落ど考えること炉可能である．恂この群落

は種類組成の均等度炉高く，出現した24租の頻度階級ばY45.8. M16.7,Ⅲ. I. I各12.5％で

種炉多い2 戸
一
一

常在

　・ ●●9

・（2）ツガートガサ･ワラーウンゼンツツジ群落　　　　　　　　　　　　　　．．，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．　　－

　これも明瞭な局部的な地形的群落で，亀谷山の690m, S70E向60～80°の構成を第３表に示す．

即ち・喬木暦にはツガに混生してトガサワラ優勢，亜蕎木珊はプセビ，･サカ午，．クイノキ等９他

一部にツクシシャクナゲ炉あｂ，沢木暑はウンゼンツツジが極めて優勢で密生しハイノ午炉多く

　　　　　　　　Table ３.　Ｔｍ-Ｒａｓieboldii-Ｐｓｅｕｄｏt％ｕｇａｊａｔｏｎｉｃａ-Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ

　　　　　　　　　　　　　　　ｓｅｒｐｙUifoliｕｍ Comm.

　　　　　　　　　　　　　　　　　(Mt.Kamedani, 690 ｍ， ２Ｑ）
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混生，地表にはホソノくコケシノブ炉高被度を示し，且藤苔類特にＬｅｕｃｏｂｒｙｕｍ,　. 　Ｄｉｃｒａ？ｌｕｍ．

Ｒｈｙｚｏｇｏｎｈｉｍ，　Ｂａｚｚａｎｉａ，etc.に被われているご

　　トガサワラは四国に於ては僅かにこの魚梁瀬及び馬路の両地域に見られるのみであるが，特にこ

の亀谷山の生育炉大であり，他ではツガ優占林内に点生する場合炉多い．ここでは既述のように極

　ｌ　　¶-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　●端な急斜9）岩角地に,．ツガに混生して生じ，胸高直径は33～65cm,林郎こは稚樹は少いが，林絲

部の疎開地にはよく生じ八良好な更新状態が認められる．

　ど．　’．　’，（‘　　　　ヽ．　　　　．¨　　１　　‘　　　　　　　　　　　　●．　　　’
　祁）’ツカースギーウンゼンツツジ群落・

　｀･ウンゼンツツジは魚梁瀬地方の森林群落を通じて最も顕著な下生要素でありし，スギ草純林及び下

生にスズタケを件う’群落等を除いて廣く繁生し，特に岩角地，急斜地等に多い.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　d　　　　　　　　　　　　　●I●●，　こ（び群落は千本山540～550m, N20W～N70W向の350～40°の傾斜地ヤ調査し第4:表の結果を得

すこ．喬木居は30mを越ずツガが最も優勢で;これにスギが混生し，亜喬木辰は’サガ午，シキツ等の

常緑樹が多.く，潅木珊にはウンゼンツツジ炉密生する..地表1,こもウンゼ‘ンツツジの稚樹多く；串ソ

バロケタノブ炉常在している．この群落の育地は斯様に傾斜炉急であり.，岩屑土の移動が多く，提

っ.で斯様な地では土地的にスギの成立はツガに比し逍カリこ少く，外観上はツガの優占群落となって

いる．肯この群落はいまだ安定し7こぢのとはいい力吋こく，出現植物51菰の頻度階級は,･･V 19.6,『

5.9. I n.8, I 27.4, I 35.3％で低頻度のものが多く，種類組成も不均一である．
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Table 4. ＴｓＭｇａ　ｓieboldii-Ｃりｐtｏｍｅｒia i　ａｔｏｎｉｃかＲｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ

　　　　　ｓｅゆｙlli　foliｕｍComm.

　　　　　　(Mt. Sembon, 540~550 m， 6 Q)
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　(４)ツガースギーツタシシヤクナゲーウンゼンツツジ群落

　この型の群落は比較的少く，甚吉森の940～950m, S25E向450内外の急斜地に見られすこ．ここ

では砂岩炉露出し，表土が浅く，従って群落はツガ炉最も優占的でスギはこれに劣る．亜喬木暦は

サカキ炉多いが，稀に＝=･ウヤマキの混生は興味深い．瀧木暦の上部はツクシシャクナゲ炉旺盛に繁

茂し，下部にウンゼンツツジ炉件い，地表にはホソバコケシノブ炉多い．肯この群落に出現しすこ26

種の頻度階級はV 30.8,皿19.2, H 3.9, I n.5, I 34.6^を示しす二.

　　　　　　　Table ５.　Ｔｓｗｅａｓieboldii-ＣｒｙＭｏｍｅｒｉａｊａｐｏｎｉｃｄ-Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ

　　　　　　　　　　　　ｍｅＵｅｍｉｃｈｉｉ-Ｒ，ｓｅｒt)ｖμifoliｕｍ Co mm.

　　　　　　　　　　　　(Mt. Jinkichi-mori, 940～950 m， 5Q)
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ギ　60 1.4

種200ごこ

（２－５ｍ）

ツクシシャクナゲ　100　3.4

7　　　セ　　　ピ　100　2.2

シ　　　キ　　　ミ　60　1.２

ヒ　サ　　カ　キ　60　1.2

禰　４　mco.5～2m）

　ツクシシャクナゲ　100 2.6

植　物　　名　　　Ｆ　Ｃ

ホソバ＝･ケシノフフ　100　＋

ウンゼンツツジ　80 2.4

ヒ　サ　　カ　キ　80　1.6

ア
シ
ソ
ペ

セ
キ
ョ

ビ　80　1.2

ミ

ゴ

ニドウ　ダン

ケ　ア　ク　シ

そ　の　他　４

バ
程

80　0.6

80　0.6

60　0.2

40　0.2

20　＋

第　　５　　M C0.5m以下）‘

ホンバコケシノア　100　1.6

ツクシシャクナゲ　100　1､0

ケ　ア　ク　シ　ノ｛　1〔X〕1.0

ツ
が1〔X〕・＋

植　　物　　名　　Ｆ　Ｃ

ウンゼンツツジ　80　1.4

シ　シ　ガ　シ　ラ　80　0.6

シ
ン
ヒ
ア

キ
　
ョ

サ　　カ

　　セ

ミ

ゴ

キ

ビ

ペニドウ　ダン

コバノミツバツツジ

サ　　　カ

イ　　ヌ　　ツ

コノヽウチワカエ

そ　の　他　8

Bryophyta

キ
ゲ
尹
種

80　0.2

80　0.2

Ｊ
＋
＋
＋
＋
＋
十
一
２
２

０
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
0
1

6
0
6
0
6
0
6
0
4
0
如
4
0
2
0
0
0
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５

　斯様にこの群落は地形的な支配を眉くうけ，基岩の露出‘しすこ急斜面に成哀していやが，恂且ここ

ではスギの成立を許している．然しこれ炉更に育地の極端化に件って，スギは消失し，代って前述

の如きヒノ令或はトガサワラの生育が認められるようになる．．

　（５）ツガースギーシキミーウンゼンツツジ群落

　この群落は千本山1030～1050rn, N55W向300内外の地に見られ，第62･表の如く’喬本暦は前群落

と同様ツガ炉優勢であるが，地盤炉比較的安定し，従ってスギは被変に於て･，殆んどツガに劣らな

い．亜喬木暦にはシキり㈲めて優勢で，流木暦はウンゼンツツジが密生するが，地表暦は上暑が

密集するfこめ稚樹を生する炉，比較的疎生する.

　　　　　　　　Table ６. Ｔｓｕｇａｓieboldii-Ｃりptｏｍｅｒｉａｊａｐｏｎｉｃａ-1111ciｕｍ

　　　　　　　　　　　　　　ａｎｉｓ,ａtｕｍ-ＲｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎｓｅｒｔｙllifoliｕｉｎComm.

　　　’　　　　　　　　(Mt. Sembon, 1030～1050 m， 5Q）

第
ツ
ス
第
シ
ン
ヒ
リ
そ
第
『
ウ
シ

ウ

１

２

　キ

　ヨ

　ノ

暦（８ｍ以上）

　　が　100　2.8

　　ギ　80j 2.6

冊（2～8m）

　　ミ　1C0　4.4

　　ゴ　40　1.0

　　　キ

ウ　ブ

　３　種

40　0.6

　ヨ　　ウ　ブ　40　0.4

　の他　３　種　20七

言
。

几(次回

o

　　　キ

ラジロガ

ミ

シ

80　1.2

40　0.2

イ　　ヌ ガ　シ　40　0.2

ウスゲクロモジ　40 0.2

そ　の　他　９　種　20七５

第　　４　　層（0.5m以下）

そ
第
ウ
ン
ツ

ンゼンツッジ　100 1.2

ヨ コ100

が　100

0.2

ウスゲクロモジ　100

キツコウノヽグマ・100

ノゝ　イ　シ　キ　ミ　80　1

　　　　　　　　　　　　●ウラジ･ロガシ　80

イ　ワ　ガ　ラ･ミ

ツノレリンドウ

8
0
8
0

＋
＋
＋
Ｊ
＋
＋
＋

キ　
　
イ
ヌ

シ
ヒ
イ

　　　ミ

ラ　ギ

ッ　ゲ

ツ　ノレ　マ　サ　キ

タ　ム　　シ　バ

ナンキンナナカマド

60

60

６0

40

40

40

コノヽウチワカエア.40

ヤアムラサキ　40

コバノガマズミ　40

コガクウツギ　40

コバノミツバツツジ　40

そ　の他　５　種.20

Bryophyta
１００

。０．６

　‘斯様にこの群落は比較的緩斜地に生じ，且海抜高の増:加と共にツクシシ．クナゲ，サカキを林内

の優勢種として伴わす，シキミ炉代って優占しけこ形となっている．肯,｀調査地の出現植物33種の出

現頻度はV 18.2,Ⅲ1 18.2.Ⅲ9.1, I 30.3, I 24.2^で，低頻度のものが梢多い.

　(6)ツガースギーサカキ群落

　ッガースギ混生群落では最も安定しすこものであり，雁巻山890m, S low向40°の地の構成は第７

表に示す．

　上唇木として樹高30mを越すツガ,及びスギが優占.して樹冠を密閉し，亜喬木一泄木唇にサカキ.･

ユズリハ，ツクバネガシ．ウラジ1=･ガジ等の常緑樹が多く，林床は比較的疎開する．而して，ウン

ゼンツツジはこの群落内には出現しない．

　育地は比較的急斜地ではあるか，土壌はよく壌成して，深土を保って安定し，母岩の露出は見ら

れず，従って林内は常緑樹炉繁生してウンゼンツツジを駆逐していると考えられる．

　又，こ,の森林を構成するツガ及びスギは，特にツガの場合大径木に富む．第８表は400mりこ於け

るツガ及びスギの個体数及び胸高直径を示し，個体密度はツ,が炉大で樹間平均距離は6.7m,スギ

は9.0m,全体として5.3mを示す．大多数は胸高直径50~100cmである炉，スギではむしろこれよ

り小径木炉多く，ツガは却って大径木が混生してい旨．

　この調査地に出現する植物は少く，すこだ17種で，頻度階級V 53.8,Ⅲ10, I 5.9, I 0， 1 25.3^

で高頻度のものが多く，均一な構成をなしていること炉首肯される．尚この密閉しすこ林内では，ツ



゛ ４

　 ’ Ｗ Ｊ
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が／スギ共に稚樹の発生は少く，掟つ七このままの林内でのツガ及びスギの更新は困難な

想される●．，　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　・

　　　　　　　　　Table ７.　ＴｓＭｇａヽｓieboldii-Ｃｒｙｐtｏｍｃｒiaｊｄｐｏｎｉｃａ-Ｓａｋａｈｉａ

　　　　　　　　　　　　　　　ｏｃｈｎａｃｅａComm.

　　　　,-ヽ　い　　　　　　　(Mt. Gammaki, 890 m, 5 Q)

植　　物　　名　　Ｆ　Ｃ

第　　１　　暦「８ｍ以」ﾆ）

ツ　　　　　　　ガ　100　4.4

ス　　　　　　　ギ　1CX〕3.2

ホンバコケシノア　100　＋

イ
第
サ

ワ　ガ　ラ　ミ　60　0.4

　、２　’層（２～８ｍ）

　　カ　　　キ　100　3.6

ユ　ズ　　リ　　ノゝ

ツクバネガシ

ホｙバコケシノア

ヒ　サ　　カ　キ

100

100

100

　80

２．4

2.0

　＋

2.2

植　　物
-
ウラジロ

キ
　
　
　
　
　
カ

　
ヌ
　
３
　
サ
ヌ

シ
イ
ス
第
サ
ヒ
イ

　名　　F - C

　ガシ　80 1.8

　　　':ﾐ'･　60　1.6

ガ　シ　60. 1.2

　　　ギ　20　0.6

層'(0.5～2 m)

　　.キ　100　1.6

カ　キ　100　1.4

ガ　シ　１(χD 1.2

ウラジロガシ

ホンバ・ケシノア

ツクバネガシ
－

　Table ８．，

植　物　　名

こと炉予

Ｆ

コバソミツバッツジ　20

第　　４　　IB (0.5m以下2）

シ
ヒ
イ
ウ
サ

キ
ミ

キ
シ

カ
ガ

サ
ヌ

ラ シ
キ

ガ□
ヵ

ジ

60　0.8

60　＋

40、0.2

ツクバネガシ、

そ　の　他　７　種

Bryophyta

Ｃ

－
＋

100　0.8

100　0､4

　80　0.4

　80 0.2

　
６
＋
＋
ぶ

０
　
　
　
　
１
－

6
0
4
０
2
0
0
0

　ﾌﾟ（7）スキニウスゲタロモジーハイシキミ群落　　　　　　　‘

　くこの群落は喬木原にツガを殆んど件わす，スギ炉優占して殆んど純林状態をなすものであり，千

　木山保護林内にその代表的なもの炉認められる．今参考のために千本山保護林の状況ど魚梁淵営林

‘　　　　　9）
.j習の資料.によって見ると本数に於てはスギ67.2,ヒノキ3.4,モミ7.9,ツガ13.0,ブカマッ0.1,

rr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.●　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　I
゛廣葉樹8.4％，又材積ではろギ84.6,ヒノキ1.6,モS8.8,ツガ4.0,ブカーツ0.1,廣葉樹0.9％の

　混交率である．　　　　　　‘゛　　　　．，．　　　　　　　　　　　　　　　．‥

　　以上のうち，上部の尾根筋，下部の山腹及び谷ぞいでは前述(3) (5)等の如くツ分の優占林が見ら

　れ，ここに述べるスギ林は主として1000m内外の平坦な尾根筋の深い残積土上に見られる．その群

　落構成は第10表の如くである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　”

　　喬木原はスギ優占，ツガの混生は少い．スギは樹高平均38～42m,時に45mに達し，樹幹直聳

･七で見事な美林をなす．亜喬木暦には常緑・落葉樹が混生す冶が;特にウズかクロ毎丿が多仏

麻床ぼハイッキＵこより優占されろ．樹幹にはヒタロケシノブ炉高所にまで着生し，又低所には

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｒ　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　をＢａｚｚａｎｉａの如き苔類がよく着生している.一方地表暦にはl＾ｕｃｏｂりｔｎｎ .Ｈｙｐｍｉｍ　.Ｒｈｙｚｏｇｏｎｈもｍ，

Ｂａｚｚａｎｉａ,　ｅtＣ.炉出現ずる炉被度は弱く’，草本類及び羊菌植物も林床には少く，スギの落葉炉厚

　く堆積している.”’　　　　　　　　　‘・

　　この森林は蚤実によって明かな如吋丿古く矢場的影響ビよ方更新が行われでおヤｙ現存する殲ギ

’は大凡そ’2004300.年の樹齢をもっといわれている．今ごの林内の400m2の調査区内の直径10cm以

上のスギ及びツ’ガは第Ｕ表に示す如くで,殆んど各直径階の木を含んでいてｙ樹間平均距離は4.7m

である．稚樹は極めて少く，徒って芒閉した現在の社内では更新困難で,’枯損によ｀り生じ7こ樹冠孔

'隙にのみ稚樹の発生が認められるｊ
　　　。　　　　●１　●　　　●　　　●　●

へ
゛

　　　・.･･‘’一一■(. .'･ヽ’.・rヽヽ･●’　●.
゛扨山泰一氏の御同窓に謝意を表する．
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Tabl･9･.Ｃりｐtｏｍｅｒ.ia‘･ｊａｐｏｎｉｃｄ一ｈｉｎｄｅｒ　ａ ｓｅｙｊｃｅｒｏｖ， tｅｎｕiｓ-ＳＭｍｍｉａ

　　　　　ｉａｐｏｎｉｃａｖ.　ｒｅｐｅｎｓ Comm.　　..

　　　　　　　　‘（Ｍt.Ｓｅｍｂｏｎ，10001 m， 10 Q)

第　一１　　M C20m以よ）･

ス　　　　　　　ギ　100　　5

ツ　　　　　　　ガ　10　0.2

第　　２　　暦（8～20m）

ツ　　　　ガ　20 0.4

ヒメシャラ　10 0.1

第　　３　　層（2～8m）

ウスゲクロモジ　100 3.1

ヒメコケシノブ" 100　＋

シ　　　キ　　･･ミ

イ　　ヌ･　ガ　シ

ウラジロガシ

アデラチそン

ヒ　サ　　カ　キ

ヤブムラサキ

ヤ　ア゛ツ　バ　キ

ツクバネガシ

モ　　　●　‥　　ミ

ヒ　イ　　ラ　ギ

サルトリイバラ

90　2.4

90　211

90　1.7

50　0.7

30　0.6

30

'30

20

20

20

20

０。５

０．５･

０．３

０．2

0.1

　＋

ウ

イ
シ
ヒ

　｀’l°1゛ ″l゛　“j　0.3・
　　4　　m co.5～2m:）

スゲクロモジ　100 2.3

　ヌ　　ガ　シ　100　2.3

　ロ　　ノｒ　モ.ヽ･100 0.8

メ＝･ケ.シノ.ア　100　＋

ヤブ゛ムラサキ　・90 1.0

アアラチヤン
『
｀
ｘ
　
キ
シ
シ
’
ミ

　
カ
ー
ガ
ガ

キ
　
ネ
ロ
．

・
ｔ
ダ
ジ

　
　
　
ク
ラ
．

シ
ヒ
ツ
ウ
モ

コバノガマズミ

ヤアニツケイ

'ヨグンミネバリ

ヒ　イ　　ラ　ギ

ノゝ　イ　シ　キ・ミ

ス　　　　　　　ギ

その他10種

70　0.4

60 1.0

60

50

40

40

40

30

30

2
0
２
０
2
0
1
0

０．４

０．2

0.4

０．１

０．1

0.1

＋
　
１
Ｊ
＋
＋

　
０
０

/tC0.5m以下)

Ｚ

ﾉヽ・イ　シ．キ　ミ　100 4.5

ウスゲクロモジ　100 0.5

アブ゛ラチヤン　10０ 0

ツ　ノレ　マ　サ

イ　ワ　ガ　ラ

ミヤマウズ

●ｓ　。　●シ　　　キ

キ　100

ミ　1０0

ラ　50

ミ　４０

･4　ヌ‘ガ　シ

ジ　ロ　ダ　モ

そグムラサキ

コバノガマズミ

アケボノシュスラン

t　イ　　フ　ギ

マ　ツ　　プ　サ

トサノミカエリン'ウ

4
0
4
0
4
0
4
0
切
4
0
3
0
3
0
‐
3
0

その池13種　10

Bryophyta

　
１
＋
＋
＋

　
１
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

1００　０.5

Table 10.

　　　倚,･この群落の調査地に出現し白44種の植物の頻度階級ぼV 29v"6. 皿2.3,.I 13.6, I 13.6. I

　　　　　　　　　　　L　　　..　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　●
'４(リ％吻低頻度のもの多卜糖類組碑は桐庶不均等であ郷群落の不安女性か推察す恥ことが出来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　｜　　　　，　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　ｊ　よ≒さてﾌ，千木山原スギ林は上策聯nぐであるが;ごご･れと｢同様のご回:腸他玖右見ら町るて例えば

　雁基山約1000～1050mのＳ向尾根筋でO‘～50の平坦な深土の地で吽第玖表に示ちような群落炉脊在

ｉ
～

　．ｌ

ｆ曳●Ｓ゛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･　　１　　　　●　　　　　　　　　　　　　●　-
. - ^ ・

ここは千本山と･異り，比較的普しく･択伐を施しす二所であり，喬木層･はズギガ他４一才，ブガ等 西
　　　　　　'　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　　　　　　　z.:.:.;　　　:.　　　　　　｀･･庶混生する．亜喬木暦以下にもスガ，モミ，ツガ炉相庖見られ，･,その群落構成は千本山と同様なる

も，更新状態炉明瞭に推察される.100m2内の胸高直径の配分表は第13表の如くであ!)．その間の

状態をうかがうことが出来る.　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥

　(8)スキースズタケ群落

・山彙によっでは1000m以上の比較的安定した深土地で林床にスズタケが旺盛に繁茂する.場所があ

　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　●　　　　　　・　　　　　　　flる．第14表に示すものはその一例で，天狗森の1000m, N80E向5o,内外の緩斜地に成立し･,･喬木珊

にスギ優占，ツガ，ヒノキ等混生し;潅木居にスズタケの歯生し7二群落で‘ある．林床は稚樹の他に

は混生植物は少い．斯様なスギ林は急斜地ではむしろスギに代ってツガ炉優勢となヽ,り，ツガースギ

－スズ‘タケー1=･カンスゲの型をなすも‘のが多い
ｉ

１



８

第
ス
モ
ッ
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Table 11･･ Ｃｙｙがｏｍｅｒi･ａ ｊａｔｏｎｉｃａ･Ｌｉｎｄｅｒａ　ｓｅｒｉｃｅａｖ.　tｅｎｖ心一Ski戒痕柘

　　　　　　jaｔｏｎｉｃａ ｖ． ７ゆｅれＳ Comm.　　　　　　　　　　　　　　ヽ

　　　　　　　(Mt. Gammaki, 1000～1050 m， ５Ｑ)

植　　物　　名　　Ｆ　Ｃ

　　１　　層（８ｍ以上:）

ギ
　
ー
｀
ｘ
　
が

コノヽウチワカエア

第
モ
ー
ス

1〔X〕5.0

　60　2.0

　40　1.0

　20　0.6

層（２～８ｍ）

ミ
．
ギ

コバノミツバツツジ

ウスゲクロモジ

タンナサワフタギ

キ
カ
種

カ
ツ
８

　
　
　
他

サ
マ
　
の

ヒ
カ
そ

80　2.0

80 ･1.6

80　1.2

60

4
０
4
０
4
0
2
0

０．８

０．６

０．4

0.4

←

　０．４

　植　　物　　名●　　Ｆ　Ｃ

第　　３　　暦Co.5～2m）・

ウスゲクロモジ　100 3.0

ヒ　サ　　カ　キ、100　1.0

モ　　　　　　　・ミ　40　＋

モのａ４種　2o惣

第　　４　　層（0.5m以下2）

ノs　イ・シ　キ　ミ　100　3.2

ウスゲタロモジ　lOO 1.8

コノヽウチワカエチ　100 1.2

モ

ホンノ｛コケ

マ
ッ
ッ
キ

ツ

ﾐI 1０0 ０．２

シノ

ア

　タ　ウ　ノレ

ツコウノヽグ

+
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6
十
十
十

m
I
8
0
8
0
8
0
8
0

ア
サ
ガ
シ
’
、

Table 12.

　植　　物，　名

ス　　　　　　　ギ

ツ　ノレ　マ　サ　キ

タンナサワフタギ

コガク

ミ

イ
ヒ
イ

ツバ

　ワ

ツ
ケ
ラ

ウ
ア
ガ

カ
ツ

サ
ヌ

ギ
ビ
ｓ
｀
ｘ
　
キ
ゲ

コメノミツパツツジ

サルトリイ.バラ

ヤフ″，ムラサキ

Liｓfeｒａsp.

そ　の　他　８　種

Bryophyta

F　Ｃ

-

60　0.4

60 0.4

印
6
０
6
0
6
0
4
０
4
0
4
0
4
０
4
0
4
０
Ｒ
０
０

0.2

Ｊ
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

１．２

Ｘ

Ｓ

　この群落内の400m 2 1こ於ける直径10cm以上の針葉樹の胸高直径配分は第15表の如くである．ス

ギは各階級のものを含み，而も大径木に富む炉，ツガは小径木のみである．然し一方，スギにはそ

れと判断せられる多くの枯死木を有することは，今後の群落の推移に考慮を要する点炉あると思ね

　　　　　　table １３. Ｃｒｙｐtｏｍｅｒｉａｊａｐｏｎｉｔａ-Ｓａｓａｍｏｒｔｈａ加げ担ぽａｓｃｅｎｓComm.

　　　　　　　　　　　　　　(Mt. Tengu-mor･i, 1000 m,‘5Q)

第
ス
ッ
第
ッ
ス
そ
第

植　　物　　名　Ｆ　Ｃ

　　Ｉ　　層（20m以上）

　　　　　　　ギ　100 4.6

　　　　　　　が　20　0.6

　　2　　層（8～20m2）

の　他

　３

s
　
　
6
0
2
0
0
0

1　
　
　
　
)

ガ
ギ
種
ｉ

　
　
　
　
ぐ

　
　
　
２
暦

*withered trees
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ガ
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　ラチ々　ン　60

ゲタロ=ｅジ｀
-

Table 14
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れる．織,‘樹間平均距離は4.9mであるレ‥　　　ヶ　　　　ニ‥‥‥‥

９

　この群落の調査地に出現しすこ16種の植物はV 25,皿6.2,･1 18.8, I 12.5, I 37.15％の頻慶階

級を,示し種類組成は梢不均一である．

　さてi斯榛なスギースズタケ林は1100m前後からブナの混生を見るようになり，上部ではブナ群

落に移行する．この傾向は天狗森に於ても見ら.れる炉，魚梁瀬地方の最高峰である甚吉森とそれに

つづく千本山の間ではよくこの関係炉明かにされる．即ち優占種からはスギーツガ→スギーツガー－

ブナー゛でナＴツガーブナというように移行してゆく所炉多い．今この推移地帯の一例を甚吉森南東

斜面1200～1380mの間に見ると第15表のようであり，この附近ではスギは依然として優勢を保ちつ

　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　Table 15.

　　　　　　　　　　　　(Mt. Jinkichi-mori, 1320～1330 m， 10 Q)

　植　物　　名　　Ｆ　Ｃ

第　　１　　暦（８ｍ以上）

で　　　ンリス

ク　　　　　　　ナ　50　1.0

そ　の　他　２　種　' 0.2

第　　２　　層（２～８ｍ）

ツ
ス
モ
そ
第
’
ス

植　物　　名　　Ｆ　Ｃ

　　　　　　　が　40　0.9

　　　　　　　ギ　30　0.7

　　　　　　　ミ　20　0.3

　の　他　２　種　110　0.2

　　3.　)t (0.5～2mJ）

　ズ　　タ　ケ　10０　　5

植　　物　　名　　Ｆ　Ｃ

第　　４　　If (0.5m以下）

コノヽウチワカエブ10C　O

コ　カ　ン　ス　ゲ　30　0コ　カ　ン　ス

ウスゲクロモ

そ　の　他　３

3
0
1
0

ジ
種

Ｊ
　
４
＋
＋
‘

つも，ツガ加これに伴って常在し，ブナが混生する．かくてこの上部は全くブナ林どなってスギは

消滅するに至る.

　(9)ブナースズタケ群落　　　　　　　　　　　　　　　，

　1200mを越す山頂部にのみ見られ，この地帯の気候的極相である．甚吉森1400～1410m, S60E

向尾根筋の100の傾斜地の構成は第17表の如くであり，喬木蚕は胸高直径20～40 cmのブナ優占，

＝･ハウチワカエデ，ウラジl=lモミ等を隨伴．亜喬木居にはシロモジ，クンナサワフタギ炉多く，潅

木暦は全くスズタケに密閉されて,･林床植物は極めて貧弱である.

　　　　　　　Tabl １６.　Ｆ昭認ｓ ｃｒｅｎａ£ａｚＳａｓａｖｉｏｒｔｈａ　ｆｅｊｔｒｆＪＭｒａｓｃｅｗｓComm.

　　　　　　　　　　　(Mt. Jinkichi-mori, 1400～1410 m， 5Q)

植　　物　　名　　Ｆ　Ｃ．　｜　　　植　　物　　名 Ｆ　Ｃ

第　　１　　暦（８ｍ以上）

ア　　　　　　　ナ　100　　5

コノヽウチワカエ尹　80　2.0

ウラジモロ　ミ　40 0.8

第　　２　　層（２～８ｍ）

シ　ロ　モ　ジ100 2.6

タンナサワフタギ　60　1.2

そ　の　他　３　･種　20　＋

第　　３　　暦（0.5～2m）

ス　ズ　　タ　ケ　100　　5

　植　物　名　　Ｆ　Ｃ

ミヤマノキシノア　20　＋

第　　４　　暦（0.5m以下）

コ,･ヽウチワカエブ100　＋

ツクバネン’ウ　20　＋

　上述の如く，この群落は魚梁瀬地方に於ける最上部の森林であり，四国山岳地帯の他の山彙と全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）く同様のブナースズタケ群集である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　・察

　上述の如く魚梁瀬地方では1200m内外を境界として，これより上部はブナースズタケ群集を極相

とする落葉廣葉樹林帯に属し，それ以下の山地ではスギ，ツガを主とし，モミ，ヒノキ，トガサワラ

等を件う針葉樹林炉廣い地積を占めている．この廣範な針葉樹林は常緑漬葉樹林帯から落葉廣葉樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）林帯への推移地帯に相当し，従来多くモミーツガ帯或はモミ帯　と称せられ7こ範囲である．魚梁瀬

地方に於ては少くもヅナとカシ類の混生群落は見られず，両者は高度的に接しない．而して上記の

針葉樹林は上部で一部ブナと混生し，以下の大部分はカシ類その他の常緑樹を･林削こ件っている．

　さて，‘この針葉樹林に於て特に注目されるのは，スギの旺盛な発逡であり，殊に千木山保護陣の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1).6)如く丈ギの皐純林に近いものも見られる．スギの分布に関しては既に多くの論議　があり，大体に
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3)
.4)

於てスギ林の発達が日本海よいこ多いことも認められている．然しながら気候的な観点から見れ

ば，太平洋側でも局部的に降水量の多い地域に於てはスギ林の成立が見られ，例えば紀井牛島の一

部，屋久島等の場合は何れも多雨地帯に包含される．魚梁潮森林の場合でもランクの雨ｌ係数300

を越す多雨であり，スギ林の成立が気候的要因，特に降水量の多いことと関連していることは明か

である．

　一方，土地的な要因がスギ林の発達に重要な因子として働くことも考慮すべきであろう．これは

　　　　7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’既に宮崎　が魚梁潮地方に於て明かにし仁如くで，スギは緩斜の深土安定地によく成林し，育地の

不安定化と共に漸次スギはツガと交代すること炉明かである．即ち，千本山，雁春山，天狗森等で

スギの多い林分は，何れも緩斜深土であり，これが握力ヽの不安定化‘と共にツガ炉スギを凌駕して成

林する．これは特に千木山の場合で顕著な例が見られる．而して斯様な土地粂件炉一居極端になれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）ば，スギはヒノキ或はトガサワラに全く置換される．斯様な例は前田　が釦こ立山に於ても詔めて

いる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛

　前田によると，立山のスギ林はブナ極相地帯の土地的極相としての性格炉強いことを述べてい

る．所炉魚梁瀬地方に於てはスギは上部でブナと混生するが，むしろブナ極相地帯には発達しな

い，これは山彙の海抜高炉低く，従って気候的なブナ極相林の発達区域炉いちじるしく狭小なこと

と，それに件う土地的要因によるものと解釈されるが，何れにしても魚梁瀬のスギ林は所謂モミ，

ツガを主とする山地帯の土地的極相とし七の傾向のあらわれているものと見ることは妥当であろ

う．要するにスギ林の成立が気候的と同時に，同じ地域内では土地粂件に支配されること炉大であ

ることは明かである．

　結論的に魚梁瀬森林の気候的・土地的要因との関係は,次のように考えること炉出来るであろう．

Tｓｔｉｇａ-Ｃｈａｍａｅｃｙｔａｒi･S　　･一ＴＳひｇａ-Ｃｒｙptｏｍｅｒia一ＲｆｃｏｄｏｄｅＭｄｒｏＭｍｅtt.一Ｒ.sｅｒi).－

ＴｓＭ-ｅａ一Ｐｓｅｕｄ

ﾑ

tＳＭｇａ

二

'

|

ｽﾞ:IJ:2:ﾝjで;11::::2:こjﾌｽﾞ:ﾌﾞﾌ :::;万--|‾|

Fａｇｕ%－ Ｓａ％ａｒtｉｏｒｔｈａ

　　　　　　　↑

Tｓｗｇａ一ＣりＭｏｍｅｒia－Ｓａｓａｍｏｒｆｔｈｏ

　　　　　　　　　↑
　　　　　　　　　Ｊ

'―Ｔｓｗ.､ｇａ一Ｃｒｙｐtｏｍｅｒia一Ｓａkｅ

Unstable

Ｃりｐtｏｍｅｒia一Ｓａｓａｍｏ?･節ａ

　　　　　　　　　↑

　　　　　　　　　｜

stable

H
-
（
３
ｐ
ｎ
？
ｉ
Ｊ
ｉ
ｖ
）
-
ｌ

-*　Ｃｒｙｐtｏｍｅｒia－Ｌｉｎｄｅｒａ一Ｓkiｍｍiａ

→CEdaphic)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　要

　１．高知県魚梁瀬地方の森林の植物群落学的研究を行つ7こ．この地方は年間を通じて降水量多く，

廣範な地域にスギ，ツガ等を主とする針葉樹林が成立し, 12C 0m内外より上部にブナを主とする落

葉廣葉樹林炉出現する．各種群落の組成は夫々表に示し仁．

　２．ツガーヒノキ及びヅガートガサワラの混生群群落は急斜の岩角地に成立しすこ局部的な地形的

群落で，前者は雁雀山，後者は亀谷山の一部に見られ了こ．

　３．斯様な育地が土地の安定化と共にツガースギの混生群落となり，この中にも種々の型炉見ら

れる．－ツタシシャクナゲー－ウンゼンツツジ群落は基岩の露出しすこ急斜地に見られ，－サカキ群落

は比較的深土の斜面に発達する．　　　　　　　　　　　・

　,４．千本山保護林に見ら゛れる如きスギの単純林は，平坦な尾根筋の深土地に成立し，千本山，雁

谷山等ではスギーウスゲクロモジーハイシ午ミ群落をなすが，又天狗森等に見られる如く，下生に



　　　　　　　　　幽由.魚梁禰地方森林の･群落学的研究（山中）

スズタケの旺盛な繁茂を件うこ･とかある．･ヶ
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　5. 1100m内外より上部ではスギ或はスギーツガ林にブナの混生が見られ，海抜高の増加と共に

スギ林は跡を絶ち，最上部ではブナ林となる．ブナ林は典型的なブナースズタケ群落炉発達する

炉，その区域頑

　６．この魚梁瀬地方￥特微づけるスギ林は，常緑廣葉樹林帯から落葉廣葉樹林帯への推移地帯所謂

モミーツガ林地帯に発達し，これには気候的な要因の他に土地的な影響に支配されて成立し北もの

と考えられる．魚梁瀬地方に於ける森林群落の移行は総括的に10頁に示す如くである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　‥　献

　（1j）朝田盛：高知林友. NO. 188～191 (1936) (2)藤利質任：千本山スギ林に関する調査（1935）（3）

，林禰栄：林業試験場研究報告. 48, 146～168,附図C195O　（4）河田布：四季を通ずる降水量の配布状態かス

　キ，ヒノキの分布に及ぼす影響(1940) C5:）高知営林局管内國有林植生調査報告（1939），（6）前田韻三：名

　古屋営林局報「みどり」. 4(4) il～14 CI952) C7)宮崎榊：四國森林植生と土壌形態との関係に就てC1942)

　（8）鈴木時夫：東亜の森林植生.41～42 CI952), Jap. J; Bot. 14, 1～12 C1953> C9)魚梁瀬営林署：管内

　概要CI95O ClO)吉岡邦二：生態学会報. 3, 38～.!6C1953)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和２９年４月３０日受理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY

　　　　　　　Studies on the Forest Vegetation of Yanaze District。

　　　　　　　　Shikoku。Japan。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By Tsugiwo YAMANAKA

　　　　　　　　　　　　　　　　(召iologiじα1£岫∂，αμ)び, Education Faculり)

　The writer investigated the forest vegetation of Yanaze district in　K6chi prefecture

from ａ plant-sociological viewpoint. In this district the annual rainfall amounts to

4000 mm or more. most of the rain falling in the　summer. So the extensive areas

of this district are covered with the coniferous forests chiefly composed ｏＩＣり但ｏｍｅｒia

j　ａｔｏｎｉｃａand ＴｓＭｇａｓieboldii.But the upper areas than about 1200 m above sea-level

occur　the　deciduous　forests　mainly　consisting　of　ＦｏｆｉＭＳ　ｃｒｅｎａtａ.　The　floristic

compositions of the various forest communities were shown in the tables.

　Nine　main　communities　were　analized　in　detail. Of　these， 　ＴｓＭｇａ　ｓteboZdii－

Ｃｈａｍａｅｃｙpaｒiｓobtｕｓａ forest and　ＴＳＭ･ｇａ　ｓieboldii-PsetもｄｏＵｉｉｇａｊ　ａｔｏｎｉｃａforest are the

topographic climaxes developed on the shallow soils or rocky slopes. and the most

striking feature of these communities is the　lack ｏｔＣり批ｏｍｅｒｉａ ｊａｐｏｎｉｃａwhich is

widely distributed in other parts of this districｔ. Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎｍｅｔtｅｒｎｉｃｈｉｉand Ｒ飢

ｓｅｒｐｙllifoliｕｍ　ａｒｅusually dominant in the shrub layer.

　Of Ｔｓｕｇａｓieboldii－Ｃりｐtｏ')ｎｅｒia ｊａｐｏｎｉｃａ iorests, those dominated by Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ

Ｓｅ曜"ｉｙllifolmm　＼ｎthe shrub layer are found ｏｎ t゙he steep slope where the soils are not

deep. The occurrence of thiｓ Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ　＼ｓ　considered　to　be an　indicator of the

edaphic condition because　this　plant　can　usually　invade　shallow　and dry sites.

Ｔｓｉtｇａ－Ｃｒｙｐtふｍｅｒia―Sakakia ochnacea community is seen on the deep・ soils over the

mountain Sidｅｓ.　Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄ？･ｏ?ｔｓｏｐ. mentioned above are not found in this community.

and the evergreen trees sueｈ　ａｓ　Ｓ咄咄ia， 1111ciｕｍ，　Ｃｙｃｌｏｂａｌａｎｏｐｉｈ，Ｄａｐｈｎｉｐｈ皿ｕｍ．

etc. are abundant.
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　The pure forest of Cryptomの･加ig found on　the ･deep ，ａr!ｄ :fertile soils 0f the flat

ridges. Especially, the forest on Ｍt.･Sembon is the most typical one; This ‘forest

is usually Ｃ７ｙ批ｏｍｅね･ａ-Ｌｉｎｄｅｒａ ｓｅｒifｅａｖａｒ.　tｅｎｕiｓ-Sk･ｉｍｍｉａ ｉａｔｏｎｉｃａｖａｒ. ｒｅｐｅｎｓ com-

munity. but often forms Cりｐtｏｉｎｅｒia-Ｓａ％ａｍｏｒｔｈａ　ｐｉぼ加げａｓｃｅｎｓ community. In the former

many evergreen and deciduous Ｓ‘hrubs are found in the forest, but in the latter

shrub layer is characterized by the vigorous growth of bamboo-ｇｒａｓｓ． Ｓａｓａｍｏｒｐｈａ.

　Ｆａｇｘtｓ Ｃｙりlatａ-Ｓａｓａｍｏｒｐｈａ　piぽ担げａｓｃのＩＳ community is a climatic climax forest in the

deciduous forest region. and occurs on the upper areas of Mt. Jinkichi-mori, Mt.

Tengu-mori, etc.　　　　　　　　　　:　　　'　　　　　　　　　　●　　　　　　.　　　　　・

　The forests dominated by　Ｃｒｙptｏｍｅｒｉａ ｊａｐｏｎｉｃａ ａｒｅ the　characteristic feature of.

Yanaze district, and occur in Abieｓ-Ｔｍ,ｇａ　iorest region or the transition region from the

evergreen broad-leaved to deciduous　broad-leaved　forest　region. The establishment

of these Cりｐtｏｍｅｒia forests is considered to be influenced ６ｙ both climatic (especially

heavy rainfall) and edaphic conditions. The relations between the forest communities

and the habitat conditions were shown on page １０.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Received April 30， 1954)
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